
大地から小さな学校のおたより
ブラジル第三アリアンサ富山県日本語学校便り
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こんにちは、はじめまして、玉分昭光（たまわけあきみつ）です。これ

からの１年７ヶ月間よろしくお願いします。前任者の川口先生からは、ア

リアンサのことについてたくさんのことを教えてもらいました。でもまだ

まだ分からないことがたくさんあります。一つずつ、確実に勉強します。

自己紹介

岐阜県多治見市生まれ（「日本で一番暑い」ところです）。

富山大学へ入学後、１５年間富山県に住んでいます。

００年、０４年には、タイ王国で美術や日本語の先生をしていました。

今年３月まで、富山県立にいかわ養護学校で、美術の先生をしていました。

得意科目

もちろん美術ですが、それ以外に数学の先生もできます。

日本やタイ王国では、版画家としての一面もあります。

これだけを聞くと、日本語の先生として大丈夫なのか心配になるかも知れませんね。今年４月から７月まで、

東京外国語大学で、アメリカンスクールの高校生に日本語を教えたり、日本語や日本文化についてしっかりと勉

強したりしてきました。前任者の川口先生、島田先生も同じように東京で勉強し、アリアンサへ来ていました。

私も、先輩方に負けないよう、しっかり仕事をしていきたいと思います。

ブラジルへは長い道のりでした。

　私は、日本の富山駅から電車に乗り、成田空港へ、そしてアトランタ、そしてサンパウロ、さらにアリアンサ。

すべての行程で、４４時間（ほぼ２日間）でした。でもそこに待っていたのは、温かい歓迎と、満天の空にある

とてもきれいな星星でした。これだけでもブラジルに来てよかったと思いました。

8月 23日にはサンパウロで花火があがっていました。

　北京オリンピック女子バレーボールでブラジルが優勝しました。ちょうどそのころ、私はサンパウロ見物をし

ていました。どこのお店もテレビで実況中継をしており、みんながバレーボールを応援していました。一点が入

るたびに歓声がわき、最後の一点が入ると、町中が大騒ぎし花火も上がっていました。町中歓迎ムードでした。

　話を聞くと、ブラジルにバレーボールを教えたのは日本人だと聞きました。ブラジルでは、本当に多くの日本

人が活躍し、文化を作り、大きな土台になっているのだと実感することができました。

第２９回体育祭

　時差ボケを初めて経験しました。日本との時差は 12 時間。朝早
く目が覚めてしまいます。着いた翌日にはなんと体育祭がありまし

た。でも、他の日本語学校の先生方、村の担当者のおかげで、仕事

がしやすく、時差ボケも忘れてしまうほどでした。本当ならもう少

し早く、ブラジルに来て、お手伝いをしなければならないところで

したが、皆さんのおかげで初めての仕事を無事に終えることができ

ました。ありがとうございました。



　体育祭はたいへん大きな行事です。日本では体育祭に向けてたくさん練習します。もちろん円滑な運営をする

ことが求められるのですが、実は体育祭では、互いを尊重しみんなで助け合う精神を育むために行っているので

す。そのため日本の先生たちは生徒に厳しくしたり、温かく接したりすることで少しでも自己実現や集団生活を

体験できるようにしているのです。

　応援合戦は、生徒たちの独創性を重視し、練習しみんなで一つのものを作り上げるもので、出来上がった時は、

みんなで充実感を得ることができます。今回も、その一面を見ることができました。日系社会がより団結力を持

ち、互いに支えあえる社会を担うためにも、小さな子供たちが体感する充実感は心強い未来を想像させてくれま

した。

歓迎会

　時差ぼけは精神的なものではないので、いくら体育祭に参加したとしても、体が日本時間を覚えていました。

歓迎会でお酒を飲むと、日本時間の朝にお酒を飲むことになります。今度は、目がさえてきます。そしてとても

美味しく飲むことができました。これはきっと、時差ボケのせいではありませんね。村の皆さんがひとりひとり

手作りで料理をし、たくさんの人たちが集まり、私のために歓迎会をしてくださった嬉しさから、お酒の味がよ

く感じたのだと思います。

　ひとり、ひとり日本語でお話をしてくださいました。歴代の先生たちが「もう一度アリアンサに行きたい」と

言っていた意味がわかるような気がします。私もすでに「もう一度来たい」と思いました。残りの 1 年 7 か月
がとても短く感じています。

ノロエステ地区教師会がありました。

ミランドポリス市、アラサツーバ市アリアンサ、などいくつか

の市や町をまとめてノロエステ地区といいます。その地区では、

ＪＩＣＡによる日系人の少年少女の派遣手続きをしたり、お話発

表会の準備をしたり、さらにノロエステ地区全体の高学年による

林間学校などを計画したりします。もちろん教師会なので、授業

研究を行います。日系人の先生や、他県から派遣された先生など

が、参加しています。

9月 1日から日本語学校を始めます。

幼稚園・小学校の部は　火曜日、木曜日、金曜日（午後12時30分から）
中学生は月曜日、水曜日、金曜日　（午後4時00分から）
高校生①　月曜日、水曜日、金曜日　（午後2時00分から）
高校生②　土曜日（午前9時00分から）

＊1ヶ月間は、試し期間です。9月の終わりに、父兄会を開いて調整したいと思います。


